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つなごう！未来へ

　
毎
月
、
島
原
半
島
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
や
そ
の

見
ど
こ
ろ
な
ど
を
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

　
今
回
は
島
原
市
有
明
町
に
あ
る
大
野
原
遺
跡

展
示
館
「
縄
文
の
里
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
大
野
原
遺
跡
展
示
館
「
縄
文
の
里
」
は
、
有

明
総
合
文
化
会
館
（
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
）
の

中
に
あ
り
ま
す
。

　
有
明
総
合
文
化
会
館
の
建
設
予
定
地
に
見
つ

か
っ
た
大
野
原
遺
跡
。
平
成
８
年
か
ら
約
２
年

間
の
発
掘
調
査
で
、
今
か
ら
約
3
千
～
4
千
年

前
に
あ
た
る
縄
文
時
代
後
期
の
人
た
ち
が
有
明

地
区
に
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
発
掘
調
査
で
は
、
遺
跡
か
ら
土
器

の
材
料
と
な
る
粘
土
を
貯
蔵
し
た
場
所
（
粘
土

貯
蔵
穴
）
や
地
面
が
赤
く
焼
け
た
場
所
（
焼
土
）

が
多
数
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
土
器
を

作
っ
た
跡
で
す
。
有
明
付
近
の
地
表
に
み
ら
れ

る
黒
土
（
ク
ロ
ボ
ク
土
）
は
土
器
を
作
る
に
は

適
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
縄
文
人
は
川
が

削
っ
て
で
き
た
崖
か
ら
粘
土
の
地
層
を
見
つ
け

出
し
、
大
野
原
ま
で
運
ん
で
保
管
し
て
い
ま
し

た
。
雨
が
少
な
い
時
期
に
な
る
と
、
粘
土
貯
蔵

穴
か
ら
粘
土
を
取
り
出
し
、
作
業
小
屋
で
土
器

の
形
に
整
え
た
後
、
草
や
泥
で
窯
を
つ
く
っ
て

土
器
を
焼
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
器
の

材
料
と
な
る
粘
土
の
地
層
は
、
数
万
年
に
も
及

ぶ
年
月
が
つ
く
っ
た
地
球
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。

　
館
内
に
は
、
有
明
総
合
文
化
会
館
の
敷
地
か

ら
出
土
し
た
本
物
の
土
器
片
や
石
器
、
土
偶
、

石
鋸
な
ど
、
先
人
た
ち
の
生
活
道
具
が
多
数
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
出
土
品
を
見
る

と
、
私
た
ち
の
先
祖
は
、
海
に
も
山
に
も
近
い

こ
の
地
で
、
時
に
眉
山
の
噴
火
に
対
峙
し
な
が

ら
、
狩
り
や
漁
を
し
、
採
っ
て
き
た
木
の
実
を

自
ら
が
作
っ
た
土
器
で
煮
炊
き
し
な
が
ら
、
生

活
を
営
ん
で
き
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
島

原
半
島
に
暮
ら
す
人
た
ち
は
、
何
千
年
も
の
昔

か
ら
、“
ジ
オ
の
恵
み
”
を
利
用
し
て
い
た
の

で
す
。

　
次
回
は
「
ほ
っ
と
ふ
っ
と
１い
ち
ま
る
ご

０
５
」
を
紹
介

し
ま
す
。

※
「
大
野
原
遺
跡
展
示
館
・
縄
文
の
里
」
の
開

　
館
時
間
は
9
時
～
17
時
で
入
館
無
料
。
毎
週

　
火
曜
お
よ
び
年
末
年
始
は
休
館
。
見
学
す
る

　
と
き
は
事
務
所
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い

大
おおのば る

野原遺跡展示館・縄文の里

大
野
原
遺
跡

島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらを支えるジオの魅力を毎月やさしく紹介します。

第６回島原半島ユネスコ世界ジオパークセミナー

▶と　き　11 月 26 日（土）10 時～ 12 時
▶ところ　雲仙岳災害記念館セミナー室
▶参加料　無料
▶講　師　長井大輔 氏（雲仙岳災害記念館展示運営主任）
▶題　目　「自然災害を実験で考える」
▶問い合わせ先　島原半島ジオパーク協議会（☎ 65-5540）

　
　
大
野
原
遺
跡
展
示
館
「
縄
文
の
里
」

「縄文の里」を見学する子どもたち

「縄文の里」に展示中の土器

平成 28.11.　　14

雲仙岳災害記念館


